
悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

本誌は、「FSCⓇミックス認証紙」を
使用しています。

奈良の革製品
（奈良印傳）
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奈良モノ語り　「奈良の革製品」シリーズ
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1

　
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
少
し
歩
く
と
、
江

戸
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
風

情
が
あ
る
街
並
み
、
奈
良
町
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
繋
が
る
三
角
屋
根

の
商
店
街
が
「
奈
良
も
ち
い
ど
の
セ
ン

タ
ー
街
」
で
す
。
奈
良
県
下
で
最
も
古

い
商
店
街
の
ひ
と
つ
で
、
江
戸
時
代
か

ら
栄
え
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
が
並
ぶ
中
、
ひ
と

際
目
を
引
く
ガ
ラ
ス
張
り
の
箱
型
の
店
舗

が
集
合
し
て
い
る
区
画
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
「
も
ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」
で
す
。

　「
も
ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」
は
商
店

街
が
運
営
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。
３
年
の
期
限
付
き
で
は
あ
り
ま
す
が

新
規
創
業
者
に
店
舗
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
３
年
経
っ
た
後
、
成
功
し
た
と
こ
ろ

は
商
店
街
の
空
き
店
舗
に
入
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
空
き
店
舗
問
題
を
解
消
す
る
狙

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
内
装
に
は
奈
良
の
吉
野
杉
を
使
い
、

店
舗
の
間
の
路
地
は
石
畳
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
箱
型
の
平
屋

と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
つ
く
り
で
は
あ

り
ま
す
が
、
歴
史
あ
る
商
店
街
に
不
思

議
と
馴
染
ん
で
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
た
当
初
は
、
従
来
の
客

層
と
の
違
い
や
新
規
顧
客
を
ど
の
よ
う

に
獲
得
す
る
か
な
ど
不
安
要
素
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
今
で

は
外
国
人
観
光
客
に
も
人
気
の
エ
リ
ア

に
な
っ
て
お
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
商
店

街
づ
く
り
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

古くから奈良を支えてきたもののひとつに商店街が
ありますが、大型ショッピングセンターなどに気圧さ
れ活気が失われつつありました。そんな中作られた夢
の箱は、商店街に賑わいをもたらしました。奈良の
ちょっと細かいところを探る『奈良の細道』、今回は10
周年を迎える「もちいどの夢CUBE」を訪ねます。

地
域
と
起
業
家
の
夢
の
箱

我が背子と　ふたり見ませば　いくばくか
この降る雪の　嬉しくあらまし

世の中にはいつの時代も、自分のことより他人のことを優先す
る人がいます。謙虚に、毅然と、やさしく、寄り添って。

古都に雪が舞うとき、光明皇后は聖武天皇と一緒に見ることが
できたら、どんなにすばらしいでしょう、と詠みました。この
風景をあの人と、という優しさがあふれています。利己的にア
クセルを踏みっぱなしの現代。「慈愛」という薬が必要です。

奈良万葉活写

1 ～ 3

4 ～ 5

6 ～ 7

8 ～ 9

10～11

12～13

まちかど探索 百舌鳥・古市古墳群
Biblio

世界
遺産リレー連載 奈良の風景 16

道の駅NARA 13
station

上北山

啓林堂書店の外さない本棚

06 もちいどの夢CUBE

6 革

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

共同精版印刷株式会社は、奈良をもっと元気にするために、
奈良観光の擬人化キャラクターを育てます。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
大 阪 支 社：〒542-0082  大阪市中央区島之内1丁目12-3　TEL 06-6271-7951　FAX 06-6271-7954
東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740

共同精版印刷株式会社
編集／制作／発行

http://www.ksp-group.co.jp/

奈良もえしょくプロジェクト

 奈良観光擬人化キャラクター

『真白 鹿乃子』
ちゃん

ま　 しろ か　  の　  こ

もえしょくプロジェクトは、地域の名産品や企業
を擬人化という手法でキャラクターにし、全国
各地、そして世界中の人々にPRするプロジェ
クトです。
キャラクターは、全国の絵師からインターネット
上の公募で集まり、グランプリ作品が企業キャ
ラとして誕生し商品化されます。　

現在、80企業、100を越えるキャラクターが誕
生し、全国各地の名産品や企業の地域キャラク
ターとして活躍しています。
共同精版印刷株式会社は、奈良支部としてこ
のプロジェクトに参加し、地元企業の皆さまと
キャラクタービジネスを通して地域活性化に取
り組んでいます。

奈良のクーポンフリーペーパー
奈良の観光情報まとめサイト

　技術・文化の発祥地であった

中世の堺で生まれた多くのモ

ノ・コトが、堺の職人・商人が

全国各地に活動の場を広げるこ

とに伴い、全国に広がっていき

ました。伝承も含めて堺が発祥

の地として、「物の始まりなん

でも堺」と言われる堺市・羽曳野市・藤井寺市で進め

られている世界文化遺産の登録に向けての取り組みを

探索しました。本号から入社５年未満の社員たちが若

い視点で取材・執筆を担当しています。次号からも不

易流行に基づいて読者諸兄に気づきを感じて頂ける

Imajin21を発刊してまいります。

代表取締役社長　近東　宏佳
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か
つ
て
「
も
ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」

の
場
所
に
は
パ
チ
ン
コ
店
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
が
閉
店
し
た
た
め
、
空
き
店

舗
対
策
と
し
て
商
店
街
が
購
入
し
ま
し

た
。
こ
の
場
所
を
い
か
に
活
用
し
て
い

く
か
、
行
政
や
中
小
企
業
診
断
士
に
相

談
し
た
結
果
、
国
の
施
策
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
少
子
高
齢
化
等
対
応
中
小
商
業

活
性
化
事
業
」
を
行
う
方
向
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
設
整
備
や
事
業
に
対
し
て
受

け
ら
れ
る
補
助
で
す
。
事
業
目
的
を
「
奈

良
も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
の
活
性
化

と
空
き
店
舗
対
策
」
と
し
、新
規
の
起
業
・

創
業
者
支
援
の
た
め
の
施
設
を
つ
く
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
施
設
に
す
る

の
か
ア
イ
デ
ア
を
公
募
し
、
そ
の
中
か

ら
現
在
の
「
も
ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」

の
商
業
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

形
態
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
募
集
す
る
の

は
過
去
に
店
舗
で
の
経
営
経
験
の
な
い

新
規
創
業
者
で
、
書
類
や
面
接
に
よ
っ

て
選
考
さ
れ
ま
す
。
業
種
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
商
店
街
の
刺
激
と
魅
力

に
な
る
よ
う
な
人
・
商
品
・
店
舗
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
空
き

店
舗
問
題
の
解
消
は
全
国
の
商
店
街
で

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
実
を
結
ば

な
い
ま
ま
終
了
し
て
し
ま
う
所
も
多
く

あ
り
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
る
「
も

ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
成
功
例
と
し
て
全
国
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
に
40
強
の
店
舗
が
卒
業
し
、

そ
の
う
ち
約
半
数
が
卒
業
後
も
自
分
の
店

を
持
ち
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
卒
業
や

閉
店
で
空
き
が
で
き
た
時
に
は
都
度
新
し

い
起
業
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
応
募
が

途
切
れ
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

　「
も
ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」
が
で
き

て
か
ら
は
商
店
街
の
通
行
量
も
大
幅
に
増

え
、
新
し
い
感
覚
の
店
を
呼
び
込
み
、
空

き
店
舗
も
減
少
し
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、

現
在
中
心
市
街
地
の
い
ろ
い
ろ
な
商
店
街

な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
の
夢
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

店
舗
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
卒

業
生
が
移
動
で
き
る
よ
う
な
空
き
店
舗
も

減
り
、
商
店
街
と
し
て
は
卒
業
生
に
も
ち

い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
に
残
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
新
た
な
課
題

も
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
成
功
例

●お問い合わせ

奈良もちいどのセンター街協同組合
奈良市餅飯殿町12番地　夢CUBE２F
TEL0742-22-2164
FAX 0742-27-9003

　サラリーマンをやめた八木崇哉さん
は、妻の美子さんと共にレトロ雑貨の
店を開くことにしました。店舗探しに
難航していたところ、知人から「もち
いどの夢CUBE」の話を耳にしまし
た。「奈良でお店を出したいと考えて
いたので申し込んでみようと思いまし
た。選考の申込期限がギリギリで、慌
てて準備をしました」。
　選考に選ばれ２期生としてスタート
を切った２人。同期の人たちと助け合
いながら2013年に卒業しました。そ
の後向かいにある夢長屋を経て2015
年に現在の店舗へ移りました。「はじ
めは自分たちが好きなものを置いてい
たが、商売だからそれではいけないと
気が付きました。娯楽は最初に生活か
ら削られる部分だから、今の時代では
飾るだけのものより実用性のあるもの

の方が需要があります」。最近はス
マートフォンケースや古着が人気商
品。以前は古着は取り扱っていなかっ
たそうです。
　イチオシの商品はと聞くと、崇哉さ
んがひとつひとつペイントしていると
いうマネキンを持ってきてくれまし
た。「このマネキンはInstagramなど
でオーダーメイドも受け付けていま
す。これが結構反響があって。自分が
いいと思ったものが他の人にもいいと
思ってもらえる、これほど嬉しいこと
はないです」。
　一から自分の店を持とうとすると金
銭的、知識的に厳しいところがありま
すが、「もちいどの夢CUBE」ではあ
る支援してくれます。「最初が『もち
いどの夢CUBE』でよかった」と美子
さんはいいます。

２期生として「もちいどの夢CUBE」を卒業
し、現在は同商店街内に店舗を構えるレト
ロ雑貨屋「SPARK」。雑貨や古着、オリジナ
ルハンドメイド作品など選りすぐりの「レト
ロかわいい」を取り扱っています。オーナー
の八木ご夫妻にお話を伺いました。

奈良市餅飯殿町19
TEL0742-24-3220
●営業時間 11：00～19：00
●不定休

SPARK

　　古布アロハ・和雑貨
1 工房 慈慈
　　手作りアクセサリー
2 atelier passage
　　木工雑貨
3 やまからな

　　猫雑貨・ハンドメイド
4 cat time
　　かき氷
5 ほうせき箱
　　おいなり屋さん
6 nacan

　　雑貨・カフェ
7 Polka Dots
　　手作りアクセサリー
8 KoKo
　　パン屋
9 福笑

info@spark-nara.com
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か
つ
て
「
も
ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」

の
場
所
に
は
パ
チ
ン
コ
店
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
が
閉
店
し
た
た
め
、
空
き
店

舗
対
策
と
し
て
商
店
街
が
購
入
し
ま
し

た
。
こ
の
場
所
を
い
か
に
活
用
し
て
い

く
か
、
行
政
や
中
小
企
業
診
断
士
に
相

談
し
た
結
果
、
国
の
施
策
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
少
子
高
齢
化
等
対
応
中
小
商
業

活
性
化
事
業
」
を
行
う
方
向
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
施
設
整
備
や
事
業
に
対
し
て
受

け
ら
れ
る
補
助
で
す
。
事
業
目
的
を
「
奈

良
も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
の
活
性
化

と
空
き
店
舗
対
策
」
と
し
、新
規
の
起
業
・

創
業
者
支
援
の
た
め
の
施
設
を
つ
く
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
施
設
に
す
る

の
か
ア
イ
デ
ア
を
公
募
し
、
そ
の
中
か

ら
現
在
の
「
も
ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」

の
商
業
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

形
態
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
募
集
す
る
の

は
過
去
に
店
舗
で
の
経
営
経
験
の
な
い

新
規
創
業
者
で
、
書
類
や
面
接
に
よ
っ

て
選
考
さ
れ
ま
す
。
業
種
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
商
店
街
の
刺
激
と
魅
力

に
な
る
よ
う
な
人
・
商
品
・
店
舗
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
空
き

店
舗
問
題
の
解
消
は
全
国
の
商
店
街
で

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
実
を
結
ば

な
い
ま
ま
終
了
し
て
し
ま
う
所
も
多
く

あ
り
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
る
「
も

ち
い
ど
の
夢
C
U
B
E
」
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
成
功
例
と
し
て
全
国
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
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店
舗
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し
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の
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半
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店
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営
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卒
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き
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新
し
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起
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募
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し
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応
募
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切
れ
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で
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。
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U
B
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込
み
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店
舗
も
減
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し
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し
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。
卒
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は
、

現
在
中
心
市
街
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の
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ろ
い
ろ
な
商
店
街
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躍
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れ
て
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ま
す
。
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も
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も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街
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Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

店
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ま
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に
卒

業
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が
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卒
業
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ち

い
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セ
ン
タ
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チ
ャ
レ
ン
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シ
ョ
ッ
プ
の
成
功
例
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奈良には多くの全国シェアを占める産業が多くありますが、
その一つに革産業があります。Made in NARA の革製品は
バッグやアクセサリーなどのファッション関係だけではな
く、スポーツ用品にも広がっています。

6 革
あってよかった
本当にいいモノ

大陸文化が盛んに渡来した
飛鳥～奈良時代

そのとき革も伝わった―

45

　
奈
良
県
は
古
く
か
ら
革
産
業
が
盛
ん

な
地
域
で
す
。
奈
良
の
革
産
業
に
は
大

き
く
分
け
て
２
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
大

和
平
野
地
域
で
は
ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
革

靴
、
大
和
高
原
地
域
で
は
鞄
や
セ
ー
ム

革
な
ど
を
主
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
ブ
の
生
産
は
大
正
時
代
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
野
球
の
普
及
と
と
も

に
、
奈
良
県
産
の
グ
ロ
ー
ブ
は
そ
の
品

質
の
高
さ
か
ら
瞬
く
間
に
輸
出
花
形
産

業
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア

諸
国
に
よ
る
安
価
な
グ
ロ
ー
ブ
の
普
及

や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
に
よ
り
市
場

規
模
は
大
幅
に
縮
小
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
で
も
国
内
生
産
シ
ェ

ア
は
80
％
を
超
え
、
プ
ロ
野
球
選
手
の

使
用
す
る
グ
ロ
ー
ブ
に
も
奈
良
県
産
の

グ
ロ
ー
ブ
が
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
使
い
手
の
要
望
に
応
え
た
オ
ー

ダ
ー
グ
ロ
ー
ブ
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
職
人
技

が
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
ひ
と
役
買
っ
て

い
ま
す
。

　
奈
良
県
は
ス
キ
ー
靴
の
生
産
が
日
本

一
で
す
。
雪
国
で
も
な
い
の
に
生
産

が
盛
ん
な
ワ
ケ
、
そ
れ
は
ス
キ
ー

靴
は
昭
和
中
期
ま
で
革
で
作
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。
革
製
品

の
伝
統
技
術
が
こ
こ
で

も
活
か
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
上
の
写
真
の
バ
ッ
グ
。
こ
れ
ら
は
ど

こ
で
作
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
か
？

　
実
は
奈
良
市
の
も
ち
い
ど
の
商
店
街

で
手
作
り
さ
れ
た
も
の
な
ん
で
す
。

　
奈
良
県
で
も
天
然
皮
革
で
バ
ッ
グ
や

財
布
、
キ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
を
手
作
り
・

販
売
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
貴
重
な
お
店
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｏ
」
は
、「
も
ち
い
ど
の
夢
Ｃ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
」
の
と
な
り
に
あ
り
ま
す
。
店
主
の

辻
之
所
さ
ん
は
「
も
ち
い
ど
の
夢
Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｅ
」
の〝
卒
業
生
〞で
す
。

　
店
内
に
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
併
設
さ
れ
、

壁
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
革
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

牛
や
鹿
、
山
羊

の
革
な
ど
を

使
っ
た
手
作
り

の
ア
イ
テ
ム
が

た
く
さ
ん
置
か

れ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
に
革
産
業
あ
り

デ
ザ
イ
ン
で
魅
了
す
る
革
製
品

奈良市餅飯殿町11番地
TEL0742-26-5517
10:00～19:00
●定休日　木曜日
http://haruhino.jp

革遊びHARUHINO

印傳とは、鹿革を染色し漆で模様を描く手法
です。奈良時代に制作されたのが始まりとさ
れ、東大寺の国宝や正倉院の宝物の中にも印
傳の技法を用いたものがあります。時代とと
もに技術も改良され、江戸時代には馬具や武
具、巾着や銭入れなどに用いら
れるようになりました。
宇陀市にある印傳工房 南都
ではこの印傳の技術を現代に
蘇らせました。

つ
じ

の

し
ょ
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ではこの印傳の技術を現代に
蘇らせました。

つ
じ

の

し
ょ
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た
め
池
の
歴
史
は
古
く
、
中
国
で
は

春
秋
戦
国
時
代
（
紀
元
前
８
世
紀
か
ら

前
３
世
紀
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
紀
元
前

５
世
紀
頃
に
出
現
し
た
よ
う
で
、
朝
鮮

半
島
は
中
国
か
ら
４
・
５
世
紀
頃
、
日

本
は
朝
鮮
半
島
か
ら
７
世
紀
頃
に
伝
わ

り
定
着
し
ま
し
た
。

　
日
本
最
古
の
た
め
池
は
、
６
１
６
年
に

誕
生
し
た
狭
山
池
（
大
阪
狭
山
市
）
で

す
。
狭
山
池
は
谷
を
せ
き
止
め
た
ダ
ム
式

の
た
め
池
で
、
そ
の
土
木
技
術
は
朝
鮮
半

島
の
百
済
か
ら
提
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
池
の
北
堤
に
た
つ
大
阪
府
立

狭
山
池
博
物
館
（
安
藤
忠
雄
設
計
）
で

は
、
狭
山
池
か
ら
発
掘
さ
れ
た
堤
や
池
水

を
取
る
装
置
で
あ
る
樋
な
ど
の
貴
重
な
土

木
遺
産
が
展
示
・
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
高
約
80
ｍ
の
北
堤
は
眺
望
が
き
き
ま

す
。
金
剛
山
・
葛
城
山
の
ほ
か
、
天
気
の

よ
い
日
に
は
天
王
寺
の
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

が
見
え
ま
す
。
最
寄
り
駅
は
南
海
難
波
駅

か
ら
高
野
線
で
約
30
分
の
大
阪
狭
山
市

駅
、
み
な
さ
ま
に
は
是
非
と
も
訪
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
朝
鮮
半
島
最
古
の
た
め
池
は
、
４
・
５

世
紀
頃
に
築
造
さ
れ
た
忠
清
北
道
堤
川
市

の
義
林
池
で
す
。
谷
を
せ
き
と
め
た
ダ
ム

式
で
、
狭
山
池
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
義
林
池
は
と
て
も
風
光
明
媚
で
、
昔

か
ら
多
く
の
詩
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
地
と
し
て

も
有
名
で
あ
り
、
官
民
一
体
と
な
り
池
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ウ
ル
か
ら
高
速

バ
ス
で
約
２
時
間
で
す
が
、
私
は
車
窓
か

ら
山
並
み
が
楽
し
め
る
鉄
道
の
旅
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
中
国
は
、
た
め
池
か
ん
が
い
の
先
進
地

で
す
。
こ
こ
で
は
古
代
中
国
の
た
め
池
を

代
表
す
る
安
徽
省
の
安
豊
塘
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
安
豊
塘
は
今
か
ら
約
２
６
０
０

年
前
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
全
周

約
25
㎞
、
湖
面
は
ま
る
で
海
の
よ
う
で
し

た
。
古
代
は
芍
陂
と
呼
ば
れ
、
そ
の
倍
以

上
の
広
さ
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
北
堤

に
は
創
建
者
で
あ
る
楚
国
の
孫
叔
敖
を
祀

る
祠
が
あ
り
ま
す
。
私
が
感
銘
を
受
け
た

の
は
、
孫
叔
敖
が
残
し
た
と
伝
承
さ
れ
る

銘
文
で
す
。
銘
文
は
芍
陂
を
永
遠
に
使
い

続
け
る
た
め
の
六
か
条
の
戒
め
で
、
自
然

を
知
り
、
水
の
特
性
を
解
し
、
利
す
る
と

い
う
古
代
中
国
の
優
れ
た
水
思
想
が
読
み

取
れ
ま
す
。

　
光
り
輝
く
島
と
呼
ば
れ
る
ス
リ
ラ
ン

カ
は
、
南
か
ら
の
モ
ン
ス
ー
ン
が
山
岳

地
帯
で
さ
え
ぎ
ら
れ
降
雨
量
に
と
ぼ
し

い
中
北
部
の
ド
ラ
イ
ゾ
ー
ン
で
た
め
池

が
発
達
し
ま
す
。
た
め
池
（
ウ
ェ
ア
と

呼
ば
れ
る
）
の
歴
史
は
中
国
に
匹
敵
す

　
秋
に
な
る
と
黄
金
色
の
稲
田
が
広
が

る
奈
良
盆
地
は
、
昔
か
ら
多
く
の
た
め

池
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
奈
良
県
の

た
め
池
数
は
、
昭
和
28
年
頃
、
全
国
で

５
番
目
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
ど
こ
で
も
そ
う
で
す
が
、
農
業
人

口
が
減
少
し
、
あ
る
い
は
宅
地
開
発
が

進
み
、
た
め
池
の
数
は
め
っ
き
り
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
奈
良
市
富
雄
に
住
ん
で
い
ま
す
。

東
へ
２
駅
ゆ
く
と
菖
蒲
池
で
す
。
駅
か
ら

北
に
お
り
る
と
あ
や
め
池
、
南
に
お
り
る

と
蛙
股
池
が
む
か
え
て
く
れ
ま
す
。
蛙
股

池
は
水
質
の
悪
化
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
地
域
ぐ
る
み

で
水
質
改
善
に
取
り
組
み
、
今
で
は
地
域

の
大
切
な
環
境
資
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
め
池
は
農
業
用
水
を
た
め
る
と
と
も

に
、
洪
水
を
貯
留
す
る
遊
水
池
の
役
割
を

は
た
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
池
の
水
辺

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
が
豊
か
な
生
態

系
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
た
め
池
は
、

も
と
は
人
が
つ
く
っ
た
も
の
で
す
が
、
そ

こ
に
は
大
地
を
育
み
自
然
環
境
を
豊
か
に

し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。

　
世
界
の
米
は
南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル
を
の

ぞ
く
と
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
・
モ
ン

ス
ー
ン
地
域
（
東
ア
ジ
ア
、東
南
ア
ジ
ア
、

南
ア
ジ
ア
）
の
国
々
で
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
は
そ
の
東
端
に
あ
た
り
ま

す
。
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
は
潤

沢
な
降
雨
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
雨
は
雨
季
に
集
中
し
て
ふ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
、
雨
水
を

循
環
的
に
利
用
す
る
水
の
シ
ス
テ
ム
、

た
め
池
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

る
ほ
ど
古
く
、
歴
史
書
は
紀
元
前
５
世

紀
に
誕
生
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
ス

リ
ラ
ン
カ
の
た
め
池
の
特
徴
は
、
数
珠

の
よ
う
に
た
め
池
が
連
な
る
こ
と
。
こ

の
よ
う
な
型
を
連
珠
式
と
呼
び
ま
す
。

類
似
す
る
た
め
池
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

古
代
中
国
や
日
本
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

歴
史
学
か
ら
み
る
と
、
そ
の
前
後
関
係

や
系
譜
関
係
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
駆
け
足
で
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域

の
た
め
池
を
み
て
き
ま
し
た
。
水
田
稲
作

は
畑
作
に
く
ら
べ
て
単
位
面
積
あ
た
り
の

収
穫
量
が
多
く
、
生
産
の
安
定
性
や
持
続

性
に
と
て
も
優
れ
た
作
物
で
す
。
そ
の
た

め
、
水
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
し
た
ら

よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
効
率
的

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
人
々
は
知

恵
を
出
し
合
い
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
約
束

事
（
水
利
慣
行
）
が
生
ま
れ
、
持
続
す
る

地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
水

資
源
を
公
平
に
分
配
す
る
番
水
と
い
う
シ

ス
テ
ム
は
、
そ
の
一
例
で
す
。

　
た
め
池
景
観
は
と
て
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
と
と
も
に
、
環
境
や
地
域
社
会

の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た

歴
史
遺
産
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
た
め

池
景
観
は
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

上
で
、
環
境
の
保
全
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

小山田 宏一
［こやまだ こういち］
1955年鹿児島県生まれ。同志
社大学文学部卒業。大阪府教
育委員会、大阪府立弥生文化博
物館、大阪府立狭山池博物館を
経て、2016年4月から本学。研
究テーマは、東アジアの治水灌
漑とその土木技術。昨年は韓
国・スリランカ、今年は韓国・中
国の水利遺産を訪問した。訪れ
るたびに新しい発見があり、ワク
ワクする。

た
め
池
は
身
近
な
存
在

ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域

の
た
め
池

た
め
池
景
観
の
語
る
も
の

古代からあったという蛙股池

スリランカのジッサ・ウェア

さ
や
ま
い
け

ウ
ィ
リ
ム
ジ

あ
ん
ぽ
と
う

し
ゃ
く
ひ

か
え
る
ま
た
い
け

そ
ん
し
ゅ
く
ご
う

人をひきよせる狭山池

堤の松が美しい義林池
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た
め
池
の
歴
史
は
古
く
、
中
国
で
は

春
秋
戦
国
時
代
（
紀
元
前
８
世
紀
か
ら

前
３
世
紀
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
紀
元
前

５
世
紀
頃
に
出
現
し
た
よ
う
で
、
朝
鮮

半
島
は
中
国
か
ら
４
・
５
世
紀
頃
、
日

本
は
朝
鮮
半
島
か
ら
７
世
紀
頃
に
伝
わ

り
定
着
し
ま
し
た
。

　
日
本
最
古
の
た
め
池
は
、
６
１
６
年
に

誕
生
し
た
狭
山
池
（
大
阪
狭
山
市
）
で

す
。
狭
山
池
は
谷
を
せ
き
止
め
た
ダ
ム
式

の
た
め
池
で
、
そ
の
土
木
技
術
は
朝
鮮
半

島
の
百
済
か
ら
提
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
池
の
北
堤
に
た
つ
大
阪
府
立

狭
山
池
博
物
館
（
安
藤
忠
雄
設
計
）
で

は
、
狭
山
池
か
ら
発
掘
さ
れ
た
堤
や
池
水

を
取
る
装
置
で
あ
る
樋
な
ど
の
貴
重
な
土

木
遺
産
が
展
示
・
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
高
約
80
ｍ
の
北
堤
は
眺
望
が
き
き
ま

す
。
金
剛
山
・
葛
城
山
の
ほ
か
、
天
気
の

よ
い
日
に
は
天
王
寺
の
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

が
見
え
ま
す
。
最
寄
り
駅
は
南
海
難
波
駅

か
ら
高
野
線
で
約
30
分
の
大
阪
狭
山
市

駅
、
み
な
さ
ま
に
は
是
非
と
も
訪
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
朝
鮮
半
島
最
古
の
た
め
池
は
、
４
・
５

世
紀
頃
に
築
造
さ
れ
た
忠
清
北
道
堤
川
市

の
義
林
池
で
す
。
谷
を
せ
き
と
め
た
ダ
ム

式
で
、
狭
山
池
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
義
林
池
は
と
て
も
風
光
明
媚
で
、
昔

か
ら
多
く
の
詩
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
地
と
し
て

も
有
名
で
あ
り
、
官
民
一
体
と
な
り
池
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ウ
ル
か
ら
高
速

バ
ス
で
約
２
時
間
で
す
が
、
私
は
車
窓
か

ら
山
並
み
が
楽
し
め
る
鉄
道
の
旅
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
中
国
は
、
た
め
池
か
ん
が
い
の
先
進
地

で
す
。
こ
こ
で
は
古
代
中
国
の
た
め
池
を

代
表
す
る
安
徽
省
の
安
豊
塘
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
安
豊
塘
は
今
か
ら
約
２
６
０
０

年
前
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
全
周

約
25
㎞
、
湖
面
は
ま
る
で
海
の
よ
う
で
し

た
。
古
代
は
芍
陂
と
呼
ば
れ
、
そ
の
倍
以

上
の
広
さ
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
北
堤

に
は
創
建
者
で
あ
る
楚
国
の
孫
叔
敖
を
祀

る
祠
が
あ
り
ま
す
。
私
が
感
銘
を
受
け
た

の
は
、
孫
叔
敖
が
残
し
た
と
伝
承
さ
れ
る

銘
文
で
す
。
銘
文
は
芍
陂
を
永
遠
に
使
い

続
け
る
た
め
の
六
か
条
の
戒
め
で
、
自
然

を
知
り
、
水
の
特
性
を
解
し
、
利
す
る
と

い
う
古
代
中
国
の
優
れ
た
水
思
想
が
読
み

取
れ
ま
す
。

　
光
り
輝
く
島
と
呼
ば
れ
る
ス
リ
ラ
ン

カ
は
、
南
か
ら
の
モ
ン
ス
ー
ン
が
山
岳

地
帯
で
さ
え
ぎ
ら
れ
降
雨
量
に
と
ぼ
し

い
中
北
部
の
ド
ラ
イ
ゾ
ー
ン
で
た
め
池

が
発
達
し
ま
す
。
た
め
池
（
ウ
ェ
ア
と

呼
ば
れ
る
）
の
歴
史
は
中
国
に
匹
敵
す

　
秋
に
な
る
と
黄
金
色
の
稲
田
が
広
が

る
奈
良
盆
地
は
、
昔
か
ら
多
く
の
た
め

池
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
奈
良
県
の

た
め
池
数
は
、
昭
和
28
年
頃
、
全
国
で

５
番
目
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
ど
こ
で
も
そ
う
で
す
が
、
農
業
人

口
が
減
少
し
、
あ
る
い
は
宅
地
開
発
が

進
み
、
た
め
池
の
数
は
め
っ
き
り
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
奈
良
市
富
雄
に
住
ん
で
い
ま
す
。

東
へ
２
駅
ゆ
く
と
菖
蒲
池
で
す
。
駅
か
ら

北
に
お
り
る
と
あ
や
め
池
、
南
に
お
り
る

と
蛙
股
池
が
む
か
え
て
く
れ
ま
す
。
蛙
股

池
は
水
質
の
悪
化
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
地
域
ぐ
る
み

で
水
質
改
善
に
取
り
組
み
、
今
で
は
地
域

の
大
切
な
環
境
資
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
め
池
は
農
業
用
水
を
た
め
る
と
と
も

に
、
洪
水
を
貯
留
す
る
遊
水
池
の
役
割
を

は
た
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
池
の
水
辺

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
が
豊
か
な
生
態

系
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
た
め
池
は
、

も
と
は
人
が
つ
く
っ
た
も
の
で
す
が
、
そ

こ
に
は
大
地
を
育
み
自
然
環
境
を
豊
か
に

し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。

　
世
界
の
米
は
南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル
を
の

ぞ
く
と
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
・
モ
ン

ス
ー
ン
地
域
（
東
ア
ジ
ア
、東
南
ア
ジ
ア
、

南
ア
ジ
ア
）
の
国
々
で
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
は
そ
の
東
端
に
あ
た
り
ま

す
。
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
は
潤

沢
な
降
雨
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
雨
は
雨
季
に
集
中
し
て
ふ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
、
雨
水
を

循
環
的
に
利
用
す
る
水
の
シ
ス
テ
ム
、

た
め
池
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

る
ほ
ど
古
く
、
歴
史
書
は
紀
元
前
５
世

紀
に
誕
生
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
ス

リ
ラ
ン
カ
の
た
め
池
の
特
徴
は
、
数
珠

の
よ
う
に
た
め
池
が
連
な
る
こ
と
。
こ

の
よ
う
な
型
を
連
珠
式
と
呼
び
ま
す
。

類
似
す
る
た
め
池
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

古
代
中
国
や
日
本
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

歴
史
学
か
ら
み
る
と
、
そ
の
前
後
関
係

や
系
譜
関
係
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
駆
け
足
で
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域

の
た
め
池
を
み
て
き
ま
し
た
。
水
田
稲
作

は
畑
作
に
く
ら
べ
て
単
位
面
積
あ
た
り
の

収
穫
量
が
多
く
、
生
産
の
安
定
性
や
持
続

性
に
と
て
も
優
れ
た
作
物
で
す
。
そ
の
た

め
、
水
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
し
た
ら

よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
効
率
的

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
人
々
は
知

恵
を
出
し
合
い
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
約
束

事
（
水
利
慣
行
）
が
生
ま
れ
、
持
続
す
る

地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
水

資
源
を
公
平
に
分
配
す
る
番
水
と
い
う
シ

ス
テ
ム
は
、
そ
の
一
例
で
す
。

　
た
め
池
景
観
は
と
て
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
と
と
も
に
、
環
境
や
地
域
社
会

の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た

歴
史
遺
産
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
た
め

池
景
観
は
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

上
で
、
環
境
の
保
全
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

小山田 宏一
［こやまだ こういち］
1955年鹿児島県生まれ。同志
社大学文学部卒業。大阪府教
育委員会、大阪府立弥生文化博
物館、大阪府立狭山池博物館を
経て、2016年4月から本学。研
究テーマは、東アジアの治水灌
漑とその土木技術。昨年は韓
国・スリランカ、今年は韓国・中
国の水利遺産を訪問した。訪れ
るたびに新しい発見があり、ワク
ワクする。

た
め
池
は
身
近
な
存
在

ア
ジ
ア
・
モ
ン
ス
ー
ン
地
域

の
た
め
池

た
め
池
景
観
の
語
る
も
の

古代からあったという蛙股池

スリランカのジッサ・ウェア

さ
や
ま
い
け

ウ
ィ
リ
ム
ジ

あ
ん
ぽ
と
う

し
ゃ
く
ひ

か
え
る
ま
た
い
け

そ
ん
し
ゅ
く
ご
う

人をひきよせる狭山池

堤の松が美しい義林池
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　自
分
に
残
さ
れ
た
時
間
が
分
か
っ
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
物
語

の
主
人
公
は
病
気
に
か
か
っ
て
余
命
十
年
を

宣
告
さ
れ
て
い
る
。
積
極
的
な
治
療
を
行
っ

た
が
結
局
完
治
せ
ず
、
体
に
傷
が
残
っ
た
だ

け
だ
っ
た
。
何
か
す
る
に
は
短
く
、
何
も
し

な
い
に
は
長
す
ぎ
る
こ
の
時
間
の
中
で
、
必

死
に
自
分
を
保
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
時
間

　
日
本
列
島
で
３
世
紀
後
半
か
ら
約
４

０
０
年
の
間
に
造
ら
れ
た
土
を
高
く
盛
り

上
げ
た
墳
丘
を
も
つ
お
墓
を
「
古
墳
」
と

い
う
。大
王
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
位

の
高
い
者
や
権
力
者
の
墓
と
し
て
築
造
。

古
墳
の
形
は
様
々
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

富
ん
で
お
り
、「
前
方
後
円
墳
」、「
円
墳
」、

「
方
墳
」、「
帆
立
貝
形
墳
」
の
大
き
く
４
つ

に
分
類
さ
れ
る
。

　
古
墳
は
日
本
列
島
各
地
に
見
ら
れ
、
大
規

模
な
古
墳
（
墳
丘
長
１
２
０
ｍ
以
上
）
の
過

半
数
を
、
奈
良
県（
35
基
）と
大
阪
府（
28
基
）

が
占
め
て
い
る
。中
で
も
大
阪
に
は
、
墳
丘

長
４
８
６
ｍ
を
誇
る
国
内
第
１
位
の
仁
徳

天
皇
陵
古
墳
、
第
２
位
の
応
神
天
皇
陵
古
墳

（
４
２
５
m
）、
第
３
位
の
履
中
天
皇
陵
古
墳

（
３
６
５
ｍ
）な
ど
、
巨
大
前
方
後
円
墳
が
集

中
し
て
い
る
。墳
丘
の
巨
大
さ
、周
囲
に
小
さ

な
古
墳（
陪
塚
）が
多
数
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
日
本
の
古
墳
造
り
の
最
盛
期

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　「モ
モ
ち
ゃ
ん
と
ア
カ
ネ
ち
ゃ
ん
の
本
」
シ

リ
ー
ズ
の
第
一
作
。
モ
モ
ち
ゃ
ん
の
誕
生
か

ら
物
語
は
始
ま
り
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
で
は
モ

モ
ち
ゃ
ん
と
そ
の
後
生
ま
れ
る
妹
ア
カ
ネ

ち
ゃ
ん
の
成
長
を
描
く
。
雲
の
上
に
行
っ
た

こ
と
、
ニ
ン
ジ
ン
さ
ん
を
泣
か
せ
た
こ
と
、

押
し
入
れ
の
中
で
の
出
来
事
・
・
・
幼
い
モ

モ
ち
ゃ
ん
の
大
人
に
は
理
解
で
き
な
い
よ
う

な
体
験
に
、
幼
少
期
の
私
は
引
き
込
ま
れ
た

も
の
だ
。
一
方
で
、
仕
事
、
病
気
、
離
婚
。

物
語
中
、
様
々
な
こ
と
を
お
母
さ
ん
は
体

験
す
る
。
そ
の
苦
悩
や
心
情
は
、
大
人
が

読
ん
で
こ
そ
共
感
で
き
る
。
年
齢
を
重
ね

る
度
に
様
々
な
感
情
を
読
み
手
に
与
え
、

自
ら
も
成
長
し
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く

れ
る
良
書
で
あ
る
。
未
読
の
方
は
登
場
人

物
に
感
情
移
入
し
な
が
ら
読
ん
で
み
て
い

た
だ
き
た
い
。
幼
い
頃
の
思
い
出
を
モ
モ

ち
ゃ
ん
に
重
ね
て
。
今
の
自
分
を
お
母
さ

ん
に
重
ね
て
。
既
読
の
方
は
、
是
非
も
う

一
度
。
あ
の
頃
と
は
違
う
視
点
で
物
語
を

読
む
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
は
き
っ
と
あ
な
た
自
身
の
成
長
の
証
だ
。

の
中
で
、
自
分
が
生
き
た
何
か
を
残
そ
う

と
一
生
懸
命
な
姿
に
心
が
動
か
さ
れ
た
。

好
き
な
人
が
出
来
て
付
き
合
っ
て
も
、
時

間
は
残
酷
に
過
ぎ
て
い
く
。
主
人
公
は
最

終
的
に
ど
う
い
う
決
断
を
す
る
の
か
。
自

分
が
同
じ
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
ら
多
分

何
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
し
、
周
り
に
迷
惑

を
か
け
な
が
ら
た
だ
無
意
味
に
時
間
を
過

ご
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

自
分
の
健
康
や
、
残
さ
れ
た
自
分
の
時
間

な
ん
て
普
段
は
全
然
意
識
し
な
い
し
、
当

た
り
前
に
思
っ
て
い
る
事
も
多
い
が
、
こ

の
物
語
を
読
ん
で
そ
う
い
う
当
た
り
前
が

い
か
に
大
切
か
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

89

古
墳
と
は

日
本
の
古
墳
造
り
の
最
盛
期

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

　
大
阪
府
、堺
市
、羽
曳
野
市
、藤
井
寺
市

は
、
古
墳
群
の
保
存
・
継
承
や
、
歴
史
と

文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

と
都
市
魅
力
の
向
上
の
た
め
、
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登

録
を
め
ざ
し
て
い
る
。

◆
登
録
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
22
年
11
月

：

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫

定
一
覧
表
に
記
載
。

平
成
23
年
５
月

：「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世

界
文
化
遺
産
登
録
推
進
本
部
会
議
」
を
設
置
。

大
阪
初
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
実
現
に
向

け
、大
阪
府
、堺
市
、羽
曳
野
市
、藤
井
寺
市
が

一
体
と
な
り
、取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

平
成
29
年
７
月

：

国
の
文
化
審
議
会
に
よ
り

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
に
選
定
。

平
成
30
年
１
月（
予
定
）：

世
界
文
化
遺
産
と

し
て
の
価
値
を
証
明
す
る
た
め
の
推
薦
書
を

作
成
し
、ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
。

平
成
30
年
秋
ご
ろ（
予
定
）：

ユ
ネ
ス
コ
の
諮

問
機
関
、イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現
地
審
査
。

平
成
31
年
夏
ご
ろ（
予
定
）：

世
界
文
化
遺
産

登
録
。ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い

て
登
録
の
可
否
が
決
定
。

情
報
提
供

：

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
本
部
会
議

啓林堂書店の外さない本棚 http://www.books-keirindo.co.jp/

ちいさいモモちゃん余命10年
松谷みよ子 著（講談社）小坂流加 著（文芸社文庫）

大人になって忘れていたこと限りある時間を見つめなおす

【
生
駒
店

　店
長  

松
井
典
子
】

【
奈
良
店

　店
長  

中
村

　潔
】

大
阪
府
・
堺
市
・
羽
曳
野
市
・
藤
井
寺
市

いたすけ古墳：墳丘長 146ｍ、後円部
の高さ 11.4ｍ。昭和３０年頃、土砂の
採集と住宅造成のため破壊されそうに
なったが、市民運動によって保存された。
出土した衝角付冑の埴輪は、堺市の文
化財保護のシンボルマークに。また、タ
ヌキが住み着いており、半壊した橋で見
せる愛くるしい姿から人気者に。

仁徳天皇陵古墳：墳丘長 486ｍ、全
長840ｍ。日本最大の巨大前方後円墳。
大阪湾からの眺めを意識した場所に築
造された。クフ王のピラミッドや秦の始
皇帝陵にならぶ「世界三大墳墓」と称
される。また、大仙公園とともに「大阪
みどりの百選」に選定され、鳥や虫の楽
園ともなっている。

百
舌
鳥
エ
リ
ア 

（
堺
市
）

津堂城山古墳：墳丘長 210ｍ、後円
部の高さ 16.9ｍ。1912 年、竪穴式
石室の中に国内最大級の長持形石棺を
発見。石室や石棺内からは、銅鏡、鉄
製武具・武器、腕輪形石製品、装身具
などが出土。内側の濠の中に築かれた
島状遺構から３体の水鳥形埴輪、その
他にも多彩な形象埴輪が発見された。

応神天皇陵古墳：墳丘長 425ｍ、後
円部の高さ３６ｍ。日本第２位の大きさ
の前方後円墳。墳丘の体積（143 万㎥）
は国内第１位。墳丘や濠からは円筒埴
輪や形象埴輪がみつかっている。金銅
製馬具（国宝）が出土した誉田丸山古
墳など多数の小古墳が周囲を取りまいて
いる。

古
市
エ
リ
ア 

（
羽
曳
野
市・藤
井
寺
市
）

なが

しょうかくつきかぶと

もちがたせっかん

国
内
最
大
級
の
古
墳
群
と
し
て
知
ら
れ
る
堺
市
・
羽
曳
野
市
・
藤
井
寺
市
に
所
在
す
る「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。２
０
１
７
年
、国
の
文
化
審
議
会
に
よ
り
世
界
文
化
遺
産

の
推
薦
候
補
と
し
て
選
定
さ
れ
、登
録
に
向
け
て
取
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

も
　
ず

ふ
る
い
ち

堺市提供



ま
ち
か
ど
探
索

上野芝

百舌鳥

三国ヶ丘

堺東

堺市

百舌鳥八幡

鳥
舌
百
中

線
堺
阪

線
和
阪
Ｒ
Ｊ

速
高
神
阪

15

線
堺
号

中央環状線

南
海
高
野
線

堺市博物館

みくにん広場

堺市役所
展望ロビー

石津
川

宿院

寺地町

堺出口

仁徳天皇陵古墳仁徳天皇陵古墳

も ず

いたすけ古墳

履中天皇陵古墳

津堂城山古墳

市立図書館
［展示施設］

アイセルシュラホール
［展示施設］

文化財整理室
［展示施設］

古市

土師ノ里

道明寺

羽曳野市役所

陵南の森総合センター
［展示施設］

高鷲 藤井寺

道
車
動
自
阪
名
西

線
阪
大
南
鉄
近

藤井寺市役所

川
石

大和川

堺羽曳野線

近鉄南大阪線

堺大和高田線

藤井寺
I.C.

応神天皇陵古墳応神天皇陵古墳

土師ノ里
駅前広場

00 1km1km00 1km1km

　自
分
に
残
さ
れ
た
時
間
が
分
か
っ
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
物
語

の
主
人
公
は
病
気
に
か
か
っ
て
余
命
十
年
を

宣
告
さ
れ
て
い
る
。
積
極
的
な
治
療
を
行
っ

た
が
結
局
完
治
せ
ず
、
体
に
傷
が
残
っ
た
だ

け
だ
っ
た
。
何
か
す
る
に
は
短
く
、
何
も
し

な
い
に
は
長
す
ぎ
る
こ
の
時
間
の
中
で
、
必

死
に
自
分
を
保
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
時
間

　
日
本
列
島
で
３
世
紀
後
半
か
ら
約
４

０
０
年
の
間
に
造
ら
れ
た
土
を
高
く
盛
り

上
げ
た
墳
丘
を
も
つ
お
墓
を
「
古
墳
」
と

い
う
。大
王
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
位

の
高
い
者
や
権
力
者
の
墓
と
し
て
築
造
。

古
墳
の
形
は
様
々
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

富
ん
で
お
り
、「
前
方
後
円
墳
」、「
円
墳
」、

「
方
墳
」、「
帆
立
貝
形
墳
」
の
大
き
く
４
つ

に
分
類
さ
れ
る
。

　
古
墳
は
日
本
列
島
各
地
に
見
ら
れ
、
大
規

模
な
古
墳
（
墳
丘
長
１
２
０
ｍ
以
上
）
の
過

半
数
を
、
奈
良
県（
35
基
）と
大
阪
府（
28
基
）

が
占
め
て
い
る
。中
で
も
大
阪
に
は
、
墳
丘

長
４
８
６
ｍ
を
誇
る
国
内
第
１
位
の
仁
徳

天
皇
陵
古
墳
、
第
２
位
の
応
神
天
皇
陵
古
墳

（
４
２
５
m
）、
第
３
位
の
履
中
天
皇
陵
古
墳

（
３
６
５
ｍ
）な
ど
、
巨
大
前
方
後
円
墳
が
集

中
し
て
い
る
。墳
丘
の
巨
大
さ
、周
囲
に
小
さ

な
古
墳（
陪
塚
）が
多
数
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
日
本
の
古
墳
造
り
の
最
盛
期

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　「モ
モ
ち
ゃ
ん
と
ア
カ
ネ
ち
ゃ
ん
の
本
」
シ

リ
ー
ズ
の
第
一
作
。
モ
モ
ち
ゃ
ん
の
誕
生
か

ら
物
語
は
始
ま
り
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
で
は
モ

モ
ち
ゃ
ん
と
そ
の
後
生
ま
れ
る
妹
ア
カ
ネ

ち
ゃ
ん
の
成
長
を
描
く
。
雲
の
上
に
行
っ
た

こ
と
、
ニ
ン
ジ
ン
さ
ん
を
泣
か
せ
た
こ
と
、

押
し
入
れ
の
中
で
の
出
来
事
・
・
・
幼
い
モ

モ
ち
ゃ
ん
の
大
人
に
は
理
解
で
き
な
い
よ
う

な
体
験
に
、
幼
少
期
の
私
は
引
き
込
ま
れ
た

も
の
だ
。
一
方
で
、
仕
事
、
病
気
、
離
婚
。

物
語
中
、
様
々
な
こ
と
を
お
母
さ
ん
は
体

験
す
る
。
そ
の
苦
悩
や
心
情
は
、
大
人
が

読
ん
で
こ
そ
共
感
で
き
る
。
年
齢
を
重
ね

る
度
に
様
々
な
感
情
を
読
み
手
に
与
え
、

自
ら
も
成
長
し
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く

れ
る
良
書
で
あ
る
。
未
読
の
方
は
登
場
人

物
に
感
情
移
入
し
な
が
ら
読
ん
で
み
て
い

た
だ
き
た
い
。
幼
い
頃
の
思
い
出
を
モ
モ

ち
ゃ
ん
に
重
ね
て
。
今
の
自
分
を
お
母
さ

ん
に
重
ね
て
。
既
読
の
方
は
、
是
非
も
う

一
度
。
あ
の
頃
と
は
違
う
視
点
で
物
語
を

読
む
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
は
き
っ
と
あ
な
た
自
身
の
成
長
の
証
だ
。

の
中
で
、
自
分
が
生
き
た
何
か
を
残
そ
う

と
一
生
懸
命
な
姿
に
心
が
動
か
さ
れ
た
。

好
き
な
人
が
出
来
て
付
き
合
っ
て
も
、
時

間
は
残
酷
に
過
ぎ
て
い
く
。
主
人
公
は
最

終
的
に
ど
う
い
う
決
断
を
す
る
の
か
。
自

分
が
同
じ
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
ら
多
分

何
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
し
、
周
り
に
迷
惑

を
か
け
な
が
ら
た
だ
無
意
味
に
時
間
を
過

ご
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

自
分
の
健
康
や
、
残
さ
れ
た
自
分
の
時
間

な
ん
て
普
段
は
全
然
意
識
し
な
い
し
、
当

た
り
前
に
思
っ
て
い
る
事
も
多
い
が
、
こ

の
物
語
を
読
ん
で
そ
う
い
う
当
た
り
前
が

い
か
に
大
切
か
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
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古
墳
と
は

日
本
の
古
墳
造
り
の
最
盛
期

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

　
大
阪
府
、堺
市
、羽
曳
野
市
、藤
井
寺
市

は
、
古
墳
群
の
保
存
・
継
承
や
、
歴
史
と

文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

と
都
市
魅
力
の
向
上
の
た
め
、
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登

録
を
め
ざ
し
て
い
る
。

◆
登
録
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
22
年
11
月

：

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫

定
一
覧
表
に
記
載
。

平
成
23
年
５
月

：「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世

界
文
化
遺
産
登
録
推
進
本
部
会
議
」
を
設
置
。

大
阪
初
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
実
現
に
向

け
、大
阪
府
、堺
市
、羽
曳
野
市
、藤
井
寺
市
が

一
体
と
な
り
、取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

平
成
29
年
７
月

：

国
の
文
化
審
議
会
に
よ
り

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
に
選
定
。

平
成
30
年
１
月（
予
定
）：

世
界
文
化
遺
産
と

し
て
の
価
値
を
証
明
す
る
た
め
の
推
薦
書
を

作
成
し
、ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
。

平
成
30
年
秋
ご
ろ（
予
定
）：

ユ
ネ
ス
コ
の
諮

問
機
関
、イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現
地
審
査
。

平
成
31
年
夏
ご
ろ（
予
定
）：

世
界
文
化
遺
産

登
録
。ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い

て
登
録
の
可
否
が
決
定
。

情
報
提
供

：

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
本
部
会
議

啓林堂書店の外さない本棚 http://www.books-keirindo.co.jp/

ちいさいモモちゃん余命10年
松谷みよ子 著（講談社）小坂流加 著（文芸社文庫）

大人になって忘れていたこと限りある時間を見つめなおす

【
生
駒
店

　店
長  

松
井
典
子
】

【
奈
良
店

　店
長  

中
村

　潔
】

大
阪
府
・
堺
市
・
羽
曳
野
市
・
藤
井
寺
市

いたすけ古墳：墳丘長 146ｍ、後円部
の高さ 11.4ｍ。昭和３０年頃、土砂の
採集と住宅造成のため破壊されそうに
なったが、市民運動によって保存された。
出土した衝角付冑の埴輪は、堺市の文
化財保護のシンボルマークに。また、タ
ヌキが住み着いており、半壊した橋で見
せる愛くるしい姿から人気者に。

仁徳天皇陵古墳：墳丘長 486ｍ、全
長840ｍ。日本最大の巨大前方後円墳。
大阪湾からの眺めを意識した場所に築
造された。クフ王のピラミッドや秦の始
皇帝陵にならぶ「世界三大墳墓」と称
される。また、大仙公園とともに「大阪
みどりの百選」に選定され、鳥や虫の楽
園ともなっている。

百
舌
鳥
エ
リ
ア 

（
堺
市
）

津堂城山古墳：墳丘長 210ｍ、後円
部の高さ 16.9ｍ。1912 年、竪穴式
石室の中に国内最大級の長持形石棺を
発見。石室や石棺内からは、銅鏡、鉄
製武具・武器、腕輪形石製品、装身具
などが出土。内側の濠の中に築かれた
島状遺構から３体の水鳥形埴輪、その
他にも多彩な形象埴輪が発見された。

応神天皇陵古墳：墳丘長 425ｍ、後
円部の高さ３６ｍ。日本第２位の大きさ
の前方後円墳。墳丘の体積（143 万㎥）
は国内第１位。墳丘や濠からは円筒埴
輪や形象埴輪がみつかっている。金銅
製馬具（国宝）が出土した誉田丸山古
墳など多数の小古墳が周囲を取りまいて
いる。

古
市
エ
リ
ア 

（
羽
曳
野
市・藤
井
寺
市
）

なが

しょうかくつきかぶと

もちがたせっかん

国
内
最
大
級
の
古
墳
群
と
し
て
知
ら
れ
る
堺
市
・
羽
曳
野
市
・
藤
井
寺
市
に
所
在
す
る「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。２
０
１
７
年
、国
の
文
化
審
議
会
に
よ
り
世
界
文
化
遺
産

の
推
薦
候
補
と
し
て
選
定
さ
れ
、登
録
に
向
け
て
取
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

も
　
ず

ふ
る
い
ち

堺市提供



　
奈
良
県
で
最
初
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道

の
駅
第
１
号
店
。
京
阪
神
方
面
か
ら
南

紀
へ
最
短
ル
ー
ト
で
あ
る
国
道
１
６
９
号

線
沿
い
に
位
置
し
、
新
宮
市
ま
で
約
１
時

間
45
分
程
度
。
山
登
り
や
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
マ
ラ
ソ
ン
で
有
名
な
大
台
ヶ
原
、

疲
れ
た
体
に
最
適
な
上
北
山
温
泉
な
ど
、

大
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
駅
内
で
は
、
自
然
豊
か
と
い
う
言
葉

で
は
足
り
な
い
く
ら
い
の
大
自
然
に
囲

ま
れ
た
村
の
職
人
た
ち
が
作
り
上
げ
た

木
工
細
工
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
澄
み
き
っ
た
渓
流
・
渓
谷
か

ら
流
れ
る
綺
麗
な
水
で
作
っ
た
こ
ん

に
ゃ
く
や
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
日
本
蜂

蜜
が
お
す
す
め
で
す
。

　
駅
構
内
２
F
の
カ
フ
ェ
か
ら
見
渡
す

山
々
や
透
き
通
る
ほ
ど
の
北
山
川
は
絶

景
で
す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
ニ
ホ
ン

ザ
ル
も
川
遊
び
に
く
る
と
か
。

　
紅
葉
の
絶
景
地
と
し
て
も
有
名
な
日

本
百
名
山
大
台
ヶ
原
の
麓
に
あ
る
上
北

山
村
。
最
寄
り
の
駅
は
車
で
１
時
間
、

最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
は
車
で
40
分
と

ち
ょ
っ
と
不
便
で
す
が
、
魅
力
は
た
っ

ぷ
り
。
山
・
川
・
グ
ル
メ
・
温
泉
と
楽

し
み
方
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
魅
力
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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道の駅 吉野路 上北山
奈良県吉野郡上北山村大字河合字ハジ1-1

営業時間:道の駅 10:00～18:00
 カフェ 11:30～15:30
休 業 日:道の駅 火曜日（祝日の場合は翌日）、
  12/31、1/1
 カフェ 火曜日・水曜日、12/31、1/1
※トイレ・駐車場・公衆電話は24時間利用できます。
駐 車 場：53台 [大型車2台/普通車51台]
問 合 せ：TEL.07468-2-0169（道の駅）
 TEL.050-5005-1275（カフェ）

奈良の道の駅第１号店！
大自然に囲まれた憩いの場

吉野路 上北山

八木

京都

奈良 名古屋
西大寺

至難波

至あべの橋 名阪国道
近
畿
自
動
車
道

吉野

橿原神宮前

大和上市 伊勢市

松阪

津

郡山
I.C.

針
I.C.

24

24 169

169

165

166

370

309

370

西名阪自動車道

五社
トンネル

上北山村

2017年にオープンしたカフェ「かわべのいえ」

自然を眺める特等席でカフェタイム

大台ヶ原

日本百名山にも選ばれた大台ヶ原。
大台ヶ原の人気No.1スポットであ
る大蛇嵓は、800m断崖絶壁の自
然の展望所でスリル満点です。
また、大台ヶ原の最高峰である日出
ヶ岳は、1,695m。頂上には展望台
があり、360度の大パノラマが楽し
めます。

上北山温泉“薬師湯”やまんなかマルシェかみきた
ジビエ料理や焼きたてピッツァなどの
グルメやデザート、手作りの雑貨など
が大集合。
やまんなかの魅力をたっぷり味わえる
マルシェ（市場）が不定期に開催！

上北山の澄みわたった水を使用し
た昔ながらのこんにゃく。

こんにゃく

上北山村の職人が丹精込めて作っ
たお洒落なコースターと鍋敷き。

コースター・鍋敷き

大台ケ原の伝説の妖怪を職人技
で作り上げた木工品。旅のお供に
どうぞ。

一本たらら・一本足たらら

職人の手で丁寧に作り上げた木工品。

木工品

品質にこだわりぬいた天然はちみつ。

日本蜂蜜

吉野杉で作られた割りばし。

割りばし

新鮮な鹿肉を

ふんだんに使用

地元の新鮮な
野菜がいっぱい

営業時間:
4月～11月　平　日：午後1時～午後9時まで
 土日祝：午前11時～午後9時まで
12月～3月　平　日：午後2時～午後9時まで
 土日祝：午後1時～午後9時まで
※冬季営業時間の変更あり（要問い合わせ）
定休日　第１・３火曜日
ＴＥＬ.07468-3-0308

大蛇嵓

2017年7月
OPEN!

大台ヶ原の大自然の恵みを受け、
自噴で豊富に湧出する良質の温
泉。露天風呂もあり、北山川の
川のせせらぎを聴きながらのんび
りできます。
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で
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。

　
紅
葉
の
絶
景
地
と
し
て
も
有
名
な
日

本
百
名
山
大
台
ヶ
原
の
麓
に
あ
る
上
北

山
村
。
最
寄
り
の
駅
は
車
で
１
時
間
、

最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
は
車
で
40
分
と

ち
ょ
っ
と
不
便
で
す
が
、
魅
力
は
た
っ

ぷ
り
。
山
・
川
・
グ
ル
メ
・
温
泉
と
楽

し
み
方
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
魅
力
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

1011

道
の
駅
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道の駅 吉野路 上北山
奈良県吉野郡上北山村大字河合字ハジ1-1

営業時間:道の駅 10:00～18:00
 カフェ 11:30～15:30
休 業 日:道の駅 火曜日（祝日の場合は翌日）、
  12/31、1/1
 カフェ 火曜日・水曜日、12/31、1/1
※トイレ・駐車場・公衆電話は24時間利用できます。
駐 車 場：53台 [大型車2台/普通車51台]
問 合 せ：TEL.07468-2-0169（道の駅）
 TEL.050-5005-1275（カフェ）

奈良の道の駅第１号店！
大自然に囲まれた憩いの場

吉野路 上北山

八木

京都

奈良 名古屋
西大寺

至難波

至あべの橋 名阪国道
近
畿
自
動
車
道

吉野

橿原神宮前

大和上市 伊勢市

松阪

津

郡山
I.C.

針
I.C.

24

24 169

169

165

166

370

309

370

西名阪自動車道

五社
トンネル

上北山村

2017年にオープンしたカフェ「かわべのいえ」

自然を眺める特等席でカフェタイム

大台ヶ原

日本百名山にも選ばれた大台ヶ原。
大台ヶ原の人気No.1スポットであ
る大蛇嵓は、800m断崖絶壁の自
然の展望所でスリル満点です。
また、大台ヶ原の最高峰である日出
ヶ岳は、1,695m。頂上には展望台
があり、360度の大パノラマが楽し
めます。

上北山温泉“薬師湯”やまんなかマルシェかみきた
ジビエ料理や焼きたてピッツァなどの
グルメやデザート、手作りの雑貨など
が大集合。
やまんなかの魅力をたっぷり味わえる
マルシェ（市場）が不定期に開催！

上北山の澄みわたった水を使用し
た昔ながらのこんにゃく。

こんにゃく

上北山村の職人が丹精込めて作っ
たお洒落なコースターと鍋敷き。

コースター・鍋敷き

大台ケ原の伝説の妖怪を職人技
で作り上げた木工品。旅のお供に
どうぞ。

一本たらら・一本足たらら

職人の手で丁寧に作り上げた木工品。

木工品

品質にこだわりぬいた天然はちみつ。

日本蜂蜜

吉野杉で作られた割りばし。

割りばし

新鮮な鹿肉を

ふんだんに使用

地元の新鮮な
野菜がいっぱい

営業時間:
4月～11月　平　日：午後1時～午後9時まで
 土日祝：午前11時～午後9時まで
12月～3月　平　日：午後2時～午後9時まで
 土日祝：午後1時～午後9時まで
※冬季営業時間の変更あり（要問い合わせ）
定休日　第１・３火曜日
ＴＥＬ.07468-3-0308

大蛇嵓

2017年7月
OPEN!

大台ヶ原の大自然の恵みを受け、
自噴で豊富に湧出する良質の温
泉。露天風呂もあり、北山川の
川のせせらぎを聴きながらのんび
りできます。



　
奈
良
県
は
、
相
撲
発
祥
の
地
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
相
撲
が
文
献
に
現
れ
る

の
は
日
本
書
紀
で
、

力
（
す
ま
ひ
＝
相

撲
の
語
源
）
が
行
わ
れ
た
事
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
第
11
代
・
垂
仁
天
皇
の
頃
、
大

和
国
（
現
：
奈
良
県
）
に
あ
っ
た
當
麻
の

邑
に
當
麻
蹶
速
と
い
う
、
怪
力
自
慢
の
男

が
い
ま
し
た
。
當
麻
蹶
速
は
「
こ
の
世
で

自
分
と
互
角
に
力
比
べ
が
で
き
る
も
の
は

い
な
い
、
も
し
い
れ
ば
そ
の
人
物
と
対
戦

し
た
い
も
の
だ
」と
豪
語
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
天
皇
は
「
當
麻
蹶
速

と
互
角
に
戦
え
る
者
は
い
な
い
か
」
と
家

臣
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
家
臣
は
「
出
雲
国

（
現
：
島
根
県
）
に
野
見
宿
禰
と
い
う
人

物
が
い
ま
す
。
こ
の
人
物
を
呼
び
寄
せ
蹶

速
と
闘
わ
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
」
と
進
言
し
ま
し
た
。
天
皇
は
大
い

に
賛
成
し
、
垂
仁
天
皇
７
年
（
４
世
紀
は

じ
め
頃
）
７
月
７
日
、
野
見
宿
禰
を
大
和

国
に
呼
び
寄
せ
、
當
麻
蹶
速
と
闘
わ
せ
ま

し
た
。
こ
れ
が
日
本
最
古
の
相
撲
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
興
行
と
し
て
の
相
撲
が
組
織
化
さ
れ

た
の
は
江
戸
時
代
は
じ
め
頃
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
寺
社
が
建
立
や
移
築
の
た
め
の
資

金
を
集
め
る
興
行
と
し
て
行
う
「
勧
進
相

撲
」
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
勝
敗
を

め
ぐ
り
喧
嘩
が
絶
え
な
い
事
か
ら
、
１
６

４
８
年
に
幕
府
よ
り
禁
止
令
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
勧
進
相
撲
の
興
行
が
再
開
し
た
の

は
１
６
８
４
年
の
事
で
す
。
こ
れ
よ
り
勧

進
相
撲
が
大
き
く
発
展
し
現
代
の
「
大
相

撲
」
の
礎
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
相
撲
」の
歴
史

1213

大
相
撲
の
巡
業
な
ど
で

披
露
さ
れ
る
七
五
調
の

囃
子
歌
で
す
。

伴
奏
な
ど
は
な
く
、歌

詞
に
も
独
特
の
節
回
し

が
あ
り
ま
す
。合
い
の

手
に「
あ
ー
ど
す
こ
い
、

ど
す
こ
い
」と
い
う
の
も

特
徴
的
で
す
。

一辺6.7メートルの正方形に土を盛り、その中央に直径4.55メー
トルの円が俵で作られている。円の東西南北４ヶ所に徳俵と呼ば
れる、俵一つ分の出っ張りが設けられている。

「
葛
城
名
所
」

（
ア
〜
ア
ド
ス
コ
イ
！
･
ド
ス
コ
イ
！
）

ア
〜

葛
城
名
所
を
甚
句
に
詠
め
ば
ヨ
〜

（
ア
〜
ア
ド
ス
コ
イ
！
･
ド
ス
コ
イ
！
）

ア
〜

古
代
豪
族
當
麻
氏
が

治
め
た
縁
の
こ
の
土
地
は 

（
ホ
イ
）

歴
史
と
文
化
に
満
ち
溢
れ

西
に
葛
城
･
二
上
山 

（
ホ
イ
）

東
に
拡
が
る
奈
良
盆
地

難
波
と
結
ぶ
街
道
は

ロ
マ
ン
漂
う
竹
内 

（
ホ
イ
）

四
季
を
彩
る
屋
敷
山

万
葉
歌
人
の
人
麻
呂
を 

（
ホ
イ
）

祀
し
柿
本
神
社
や

忍
海
の
鎮
守
と
親
し
ま
れ

笛
吹
神
社
の
お
社
に 

（
ホ
イ
）

蓮
の
曼
荼
羅
當
麻
寺

石
光
寺
に
は
寒
牡
丹 

（
ホ
イ
）

二
輪
菊
な
ら
日
本
一

あ
ま
た
数
あ
る
そ
の
中
で

天
皇
の
前
で
大
相
撲 

（
ホ
イ
）

偲
ぶ
は
當
麻
の
蹶
速
塚

開
祖
の
里
は
ヨ
オ
〜
ホ
ホ
イ

ア
〜
ア
〜
葛
城
市
ヨ
〜

（
ア
〜
ア
ド
ス
コ
イ
！
･
ド
ス
コ
イ
！
）

葛城市當麻83-1
TEL0745-48-4611
10：00～17：00
●定休日　火曜・水曜（火曜・水曜が祝日の場合開館）
●入館料　高校生以上300円　中学生以下150円
 団体割引（20名以上）
 高校生以上250円　中学生以下120円
●駐車場　15台（無料）
●近鉄当麻駅より徒歩５分

相撲発祥の地と伝わる神社。４世紀はじめ頃、野見宿禰と
當麻蹶速が日本最初の勅命天覧相撲を行った事が日本
の国技である相撲のはじまりとされています。

桜井市大字穴師
●駐車場　なし
●JR巻向駅より徒歩20分

相撲といえばちゃんこがつきもの。店名の「好の里」は、元力士の店長の現役時代の四
股名を使用されています。西方・東方・張出の３種類のダシがあり具材の種類によって
大関、横綱、好の里からお選びいただけます。お値段は大関2,500円（税別）～ご用
意。めちゃ旨ちゃんこで身体の芯から温まりましょう。

神代の七神とその後の地神五神を祭神とする神社。垂仁天皇のこ
ろ、當麻蹶速と相撲を取り、勝者となった野見宿彌の五輪塔が移さ
れています。神社参道の石段を登った所にある狛犬の台座には珍し
い相撲取りの人形が見られ、片方4人ずつで大きな狛犬を支えてい
ます。

桜井市出雲650
●駐車場　あり
●近鉄長谷寺駅より徒歩20分

當麻蹶速と野見宿禰が垂仁天皇の前で力比べ

稀勢の里の
等身大パネルもあります！！

葛城市役所 産業観光部
葛城市相撲館（商工観光課）

課長補佐　小池 弘悌さん

相
撲
甚
句

む
ら

の

み
の
す
く
ね

か
ん
じ
ん

す
も
う

じ
ん

く

た
い

た
い

ま

ま
の
け
は
や

館内展示土俵でぜひ
相撲を体験してください！

提
供「
け
は
や
相
撲
甚
句
会
」
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奈良モノ語り　「奈良の革製品」シリーズ

「特集：奈良の相撲」＆「まちかど探索：百舌鳥・古市古墳群」

もちいどの夢CUBE
奈良の細道特　集
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